
令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月23日（水）

1限目・2限目

子どもの発達と子ども理解、援助の視点・方法

廣崎　陽

【講義のあらまし】子どもの発達において、診断の有無に関わらずさまざまな支援ニーズ
を有する子どもの増加は保育士として実感されているのではないだろうか。また、診断名
が同じであったり、発現している行動が同じように見える子どもに対し、ある子にはうま
くいったやり方が別の子には通用せず、ある保育士が行ったやり方をしているつもりでも
うまくいかないことをご自身の力不足と思ってしまってはいないだろうか。この講座で
は、子どもの各領域の発達として発達障害を例にとりあげ、発達障害に似た症状を呈す発
達段階の初期における愛着関係の欠如によって起こる「問題」についての理解と支援方法
を扱う。
【達成目標】
・乳児から青年期の発達段階を理解し、保育・教育の連続する流れにおける乳幼児の発達
援助の視点を持つことができる。
・「発達障害」と「愛着障害」の違いを理解し、適切な支援方法を考えることができる。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月23日（水）

3限目・4限目

保育職の魅力の伝達（演習）

鎌倉　博

保育者不足が言われる中で、現任保育士が生き生きとした姿と実感ある語りで保育士を目
指す実習に来る学生らに発信していくことが重要です。また、園児を通わせる保護者に
も、園内での様子を生き生きとした実践として伝えていくことで安心と信頼を獲得してい
くことになります。本時においては、自身の実践をどのように生き生きと学生や保護者ら
に伝えていくとよいのかを、実習しながら学んでいきます。

自分の実践を紹介できるもの（園通信等）を用意してきて下さい



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月24日（木）

1限目・2限目

中堅前期保育士の役割

小田　良枝

中堅前期保育士としての役割を「自分」を中心として捉え考える。クラス担任としての役
割（子どもとの関わり、保護者支援など）、保育者としての役割（職員間の役割、新人保
育士との関わり）、自分の保育を客観的に見つめ今後の保育者としてのあり方について考
えるきっかけとする。

「参加者同士の情報交換・交流」を行う。
自己の課題を理解し、対応策や改善方法等を考え今後の自身の専門性向上の意識につなげ
ていく。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月24日（木）

3限目・4限目

食と保育

小田　良枝

現在の子どもの食事について日本の農業の現状を学びます。その上で、「おいしく食べ
る」とはどのようなことなのか、科学的に理解します。
次に社会の現状や動向を理解した上で「保育所における食事の提供ガイドライン」他から
食の知識を深めます。「食べ物のゆくえ」について、子ども向けの資料を考えます。
自園の食育計画から「食と保育」についてグループワーク（可能であれば）を行い、気が
ついたこと今後取り組んでみたいことなど発表します。

持ち物：自園の食育計画

「保育所における食事の提供ガイドライン」厚生労働省　平成24年3月に目を通しておいて
ください。（https://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/pdf/shokujiguide.pdf）



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月25日（金）

1限目・2限目

３歳未満児保育

安藤　香

乳児保育の成り立ちを含め、その意義を確認する。そして3歳未満児の一般的な発達につい
て学び、またそれをふまえた保育をどのように構成していくかを考える。その時に環境構
成の在り方、保育者同士の関わりが重要になっていく。子どもが安心して過ごせる環境、
人との安心できる関わりについて考えていく。愛着がどうして大切なのか、関係をどのよ
うに構築していくかを考える。また、今の子どもたちは体や感覚の弱さに直面している。
その弱さを保育の中でどのように整えていくのかを考えるようにする。3歳未満児の発達と
保育での現状と課題を考えながら、その上で保護者支援等、乳児保育で大切にしたいこと
を確認していく。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月25日（金）

3限目・4限目

保護者対応

吉村　美由紀

保育所等を利用する保護者の支援では、保護者の状況に配慮した個別の支援、家庭での養
育が心配される場合の支援などがあります。育児不安等を抱える保護者、子どもの障がい
や発達上の課題で悩む保護者、マルトリートメント・虐待等、家庭での子育てが心配され
る保護者もいます。このように特別な配慮を必要とする保護者をどのように理解し、対応
したらよいか、子どもにとっての最善の利益となるための支援を共に考えます。
　子育て家庭の支援の捉え方、保護者対応の視点の理解、方法、子育て家庭のニーズに応
じた多様な支援の展開について理解を深めることを達成目標とします。

持ち物：筆記用具



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月28日（月）

1限目・2限目

障害児保育

磯和　壮太朗

本講義で扱う「障害児」は，主に発達障害と診断された子どもや，グレーゾーンと考えら
れる子どもを指します。その他の障害を持つ子ども（身体障害等）は扱いません。本講義
では，まずは「こまった子」や「気になる子」について考えることから始め，発達障害に
ついて4つの観点から整理します。その後，代表的な発達障害について概説し，発達障害児
に対してどのようにかかわり，保育を進めていけばよいのかについて考えていきます。
　達成目標は，「こまった子」や「気になる子」についての捉え方に対して自分なりの肯
定的な枠組みを持つことができるようになること，および，発達障害に関する基本的な知
識を確認し，どのようなかかわりをすればよいかの見通しを持つことです。

持ち物：スマートフォン（あるいはノートパソコン）

以下のURLまたは、QRコードから事前ワークに回答してください。

https://forms.gle/fRwSFagETN9EA3Mn6

https://forms.gle/fRwSFagETN9EA3Mn6


令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月28日（月）

3限目・4限目

指導計画（演習）

安部　孝

講義の概要
　指導計画について基本的な考え方や作成の仕方を整理し、より質の高い実践を目指すた
めに必要な視点を学びます。
内容：
○指導計画（保育の構成）の基本について整理し、理解する。
○受講生が考える指導計画（または、例示したもの）を検討する。
○よりよい指導計画を参加者と検討する（または、自分なりに工夫する）。
達成目標 ：
以下の視点を取り入れた、子どもが主体的に活動できる計画の立案ができるようになる。
○教育・養護の視点からの働き掛け　　○子どもの主体的な姿を育てる働き掛け
○様々な子どもの実態に応じた働き掛け　○ねらい本来に到達するための働き掛け・配慮

持ち物：筆記具
エアコンを使用しますので、適宜、羽織れるものをご用意ください。

自分が作成した週案や指導計画などを確認し、どのようなことに留意しているのか（心掛
けているのか）を自分なりに振り返ってみてください。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月29日（火）

1限目・2限目

自己評価（演習）

安藤　香

子どもたちを取り巻く地域社会や家庭環境の変化に伴い、保育が多様化する中で、保育の
質を常に高めていくことが望まれている。厚労省から出されている「保育所における自己
評価ガイドライン」をもとに、保育内容における振り返り、点検を行いたい。PDCAサイク
ルについて学び、保育の可視化等についても学んでいく。実際にドキュメンテーションに
ついて学び、保育の中で、どのような視点を大切にしていくのかを考えていく。一人一人
大切にする言葉だけでなくその具体を考えていくようにする。



令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

中堅前期保育士研修

8月29日（火）

3限目・4限目

保育者論

安部　孝

本講義では「保育所保育指針」に示された「保育所保育に関する基本原則」や「職員の資
質向上に関する基本的事項」をもとに、保育士の専門性や期待される資質・能力を確認
し、中堅前期保育士としての役割を積極的に果たしていく意欲と責任感を促します。
また、中心的な内容である「保育・保育所の役割」「保育士に期待される専門性」「中堅
前期保育士に期待されている役割や資質・能力」及び、保育学における教育・保育の基本
的な意味を視点に振り返り、自身の目指す保育・保育士像（期待される姿）を描きます。
受講者各人が自身の保育・保育士像（保育者としての自己）を学習内容（保育者の役割・
保育観）と参照・比較（内省）することで、新たな課題を得る機会となることを願ってい
ます。

持ち物：筆記具
講義の内容を確認するために、『保育所保育指針解説（平成30年）』を持参することをお
勧めします。
冷房を使用しています、必要に応じて上着等をご用意ください。

保育士に憧れたとき。保育士を目指したとき。保育士になったとき。そして今。自身の保
育士像はどのように変わったのか。そうしたことを考えてみてください。また、教育・保
育の基本的な意味について自分なりに整理しておいてください。


